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府立柏原東高等学校
校 長 　 水 元 誠 致

平成31年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	「柏原東高校の教育力」と「柏原地域連携型中高一貫教育」による教育活動を展開することで地域や社会に貢献できる人材を育成し、生徒・保護者・地域から愛され、信頼される学校をめざす。
１　自らの夢と志を育み、自立できる生徒を育成する学校
２　規範意識の醸成・自他敬愛の精神の涵養を通じて、豊かな人間性を育む学校
３　地域とともに歩み、地域に愛される学校



２　中期的目標
	１　「確かな学力」の育成
（１）授業改善と授業力の向上を図ることによって「わかる授業」を展開し、多様な進路を実現するための基礎学力の定着と実践学力の獲得に取り組む。
　　ア　授業アンケート、学校教育自己診断に対する分析を通して課題の発見、改善策の策定によって授業改善をすすめる。
※授業アンケート（９項目の学校平均）の肯定的評価 (年２回実施の平均、平成30年度78％）を毎年１％上げ、2020年度には80％にする。
※学校教育自己診断の授業理解度（平成30年度生徒44％）を毎年１％上げ、2020年度には生徒46％にする。
　　イ　「B-upタイム」（Brush upタイム）による「基礎学力定着」と「特別進学コース」による「実践学力獲得」を継続・発展させる。
　　　　※学校斡旋就職内定率100％（平成30年度７年連続）を毎年達成して、2020年度には９年連続とする。
　　ウ　文部科学省が提唱する「高校生のための学びの基礎診断」として「基礎力診断テスト」を実施する。
２　中退・不登校の未然防止
（１）生徒の規範意識を醸成するとともに個々の生徒への支援体制を構築する。
　　ア　「厳しく寄り添う」生徒指導を継続する。
　　　　※年間遅刻者・欠席者総数を各学年とも毎年５％縮減する。
　　　　※学校教育自己診断の生徒指導納得・共感度（平成30年度生徒38％、保護者71％）を毎年１％上げ、2020年度には生徒40％、保護者73％にする。
　　　　※学校教育自己診断の規範意識度(平成30年度生徒83％、保護者86％)を毎年１％上げ、2020年度には生徒85％、保護者88％にする。
　　　※支援の必要な生徒に対する個別の支援・指導計画を毎年100％作成する。
（２）特別活動や生徒会活動を通じて生徒の自己有用感を醸成し、集団や学校への帰属意識を高める。
ア　生徒自らが、積極的・主体的に取り組む学校行事や生徒会活動、部活動を展開し、集団の中で人と調和しながら活動できる能力を育成する。
※学校教育自己診断における学校満足度（平成30年度生徒62％、保護者84％）を毎年１％上げ、2020年度には生徒64％、保護者86％にする。
※学校教育自己診断における学校行事満足度（平成30年度生徒67％、保護者81％）を毎年１％上げ、2020年度には生徒69％、保護者83％にする。　
※学校教育自己診断における達成感（平成30年度生徒71％、保護者90％）を毎年１％上げ、2020年度には73％、92％にする
※学校教育自己診断における人間的成長感（平成30年度生徒64％、保護者82％）を毎年１％上げ、2020年度には生徒66％、保護者84％にする。
※部活動の活性化を図るために八尾翠翔高校との機能統合をすすめる。
３　開かれた学校づくりの推進
（1） 柏原地域連携型中高一貫教育体制を最後まで維持する。
ア　連携授業（書写・書道）の維持を図るとともに、生徒会活動や部活動および授業見学等を通じ生徒交流・職員交流を進展させる。
※中学校生徒向け連携授業アンケートにおける満足度、理解度（93.0％、94.0％）を毎年１％上げ、2020年度には95％、96％にする。
（２）地元大学（大阪教育大学）との高大連携による教育力の向上を図るとともに外部への情報発信力を強化する。
　　ア　大学との交流事業について八尾翠翔高校への移行をサポートしながら、三者にメリットのある連携を構築する。
　　　　※国際交流の継続開催により、2020年度には５回目の交流会を開催するとともに内容を充実させる。
イ　HPやメルマガ、学校説明会、学校訪問などあらゆる機会を活用し、本校の教育活動の情報発信を強化するするとともに、地域の防災活動の拠点となる。
　　　　※学校教育自己診断における情報提供(平成30年度保護者 72％)を毎年１％上げ、2020年度には74％にする。
※教職員学校教育自己診断における情報発信(平成30年度 76％)を毎年１％上げ、2020年度には78％にする。
４　教職員の資質向上
（１）　教職員の人権教育推進に対する意識向上を図る。　※教職員学校教育自己診断における人権教育(平成30年度59％)を毎年１％上げ、2020年度には61％にする。
（２）　勤務時間管理、健康管理に対する教職員の意識改革を図ることによって「働き方改革」を進め、教職員が生徒と向き合う時間を増やす。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和元年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	＊アンケート回収率生徒99％、保護者98％：高い回収率
（以下の数値H30％→R１％）
①学校への満足度生徒62％→62％△、保護者84％→86％○
②人間的成長生徒64％→71％◎、保護者82％→85％〇
生徒はこれまでの学校生活から高い割合で成長を実感している。保護者も高い肯定感を示している。
③授業理解度生徒44％→46％○
授業改善の取組みの成果が出てきている。授業アンケートでも過去最高の結果が出ている。
④学校生活の充実度
「自分は学校で頑張っている」生徒67％→69％○保護者90％→90％○
「学校は楽しい」生徒65％→67％○保護者72％→70％△
「学校行事は楽しい」生徒67％→56％s△保護者81％→76％△
多くの生徒・保護者が学校生活を肯定的にとらえている。しかし、学校行事の満足度が下がっているのは、１学年減の影響があると推測される。
⑤進路指導について
「進路や趣味にあった科目が選べる」生徒42％→53％◎保護者54％→60％◎
「進路や職業についての情報を十分に提供している」生徒56％→68％◎
「進路や職業について適切に指導している」保護者70％→78％◎
２，３年生になり、進路に対する関心が高まるとともに、学校の進路指導に信頼を寄せていると推測される。
⑥教職員の結果 
全体として高い肯定感を示しているが、学校行事や部活動など学年が減ったことに起因すると思われる項目で、評価が下がっている。来年度は１学年のみとなることから、取組みに工夫が必要である。
	第１回　令和元年７月５日（火）　14：30～16：00
・子どもの育ちについて、その子どもを取り巻く関係者が連携して関わっていくことが大切だ。いつか生かされる時が来ると信じて教育をすることが、何物にも代えがたい価値だ。
・体育祭は、雨天により午後からは体育館でマスゲームの実施となったが、みんな頑張ってやっていた。来年は、１学年だけということで、PTAのOBでも、いろいろ協力できると思う。

第２回　令和元年11月22日（金）14：30～16：00
・柏原東高校の生徒は、弱いものの気持ちを知っている生徒が多いので、人間的にできていると感じる。この高校では、いじめがないのだと確信している。
・２年生の生徒は、後輩がいないから先輩になれないところがあると思う。ぜひ様々な工夫をしながら成長に向けた指導をお願いしたい。
第３回　令和２年２月６日（木）15：30～17：00
・最後の１年、いい形で終われるようにお願いしたい。柏原市との連携もいい形で中学校等に引き継
いでほしい。
・来年度は、後輩がいない自分たちだけの学校でしかできないことを、どんどん進めていってほしい。
・３年間で、いろいろな取組みの肯定的評価が上がっていく。最後の学年も、さらに上がるよう指
導してほしい。
・教員が、本気で生徒にぶつかっているということがよくわかる。同窓会も支援していきたい。
・柏原東高校は、生徒教員間の仲が良いがきちんとけじめをもって生徒指導をしている。授業規律も
しっかりしている。また、周りのサポート体制もしっかりしている。まずは、教職員が前を向いて
進めていけば、生徒たちもしっかり進んでいけるだろう。


３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　「確かな学力」の育成
	（１）授業改善と授業力の向上による基礎学力定着と実践学力獲得
ア　課題の発見、改善策の策定による授業改善
イ　「B-upタイム」と「特別進学コース」の発展



ウ　学びの基礎診断
	ア・授業アンケート、学校教育自己診断に対する分析を分掌・教科など組織的に行うことにより、教職員全員による学校評価活動と授業改善活動を有機的に結合させる。
　・各分掌・学年が学校教育自己診断結果の分析に添った目標と施策をたてることによってPDCAサイクルが有効に働くような実効性のある取組みを行う。
イ　「B-up」と「特進」を進路指導部が担うことによって学校組織の取組みとして維持、強化させる。
ウ　基礎力診断テストを行う。
	（１）ア・授業アンケートの分析、授業改善シート提出の100％維持。（平成30年度100％）
・分掌、学年の方針、総括を学校教育自己診断のPDCAサイクルに結合させる。
・授業アンケート肯定的評価の２回の平均（平成30年度78％）を79％にする。
・学校教育自己診断の授業理解度（平成30年度生徒44％）を45％にする。
イ・B-up、特進を進路指導部の業務として定着させる。
・学校斡旋就職内定率100％（平成30年度７年連続）を８年連続とする。

ウ・第２学年において２回のテストを実施する。
	ア・教員による授業アンケートの個人分析、授業改善シートの100％提出。アンケートの有効活用に加え、積極的な授業改善研修により生徒による評価も向上した。(〇)
・授業アンケート肯定的評価80.7％ (◎)
・自己診断（生徒）の理解度45.8％（〇）
イ・B-up、特進を進路指導部の業務として定着したことにより、効果的な進路指導に結び付けることができた。（◎）
・進学：近大・国際（浪１）、立命（浪２）
・学校斡旋就職内定率：８年連続100％
・公務員：３
ウ・第２学年で２回のテストを実施。（〇）

	２　中退・不登校の未然防止
	（１）生徒の規範意識を醸成、個々の生徒への支援体制を構築する。
ア　「厳しく寄り添う」生徒指導を継続する。

（２）特別活動や生徒会活動を通じて生徒の自己有用感を醸成し、集団や学校への帰属意識を高める。
ア　生徒自らが、積極的・主体的に取り組む学校行事や生徒会活動、部活動を展開し、集団の中で人と調和しながら活動できる能力を育成する。

	（１）ア・生徒、保護者に対して、機会ある度に生徒指導の趣旨、方針を丁寧、わかりやすくに説明するとともに、PR活動の工夫に取り組む。
　・全教員による登下校指導を継続実施し、生徒の安全確保、遅刻者数縮減の取組みを続ける。
　・日々の生徒把握、保護者連絡、家庭訪問によって長期欠席者を作らない取組みを続ける。
・立ち上げから３年目になる支援教育委員会の充実と体制強化を図る。
　・教育相談委員会を毎週定期的に開催し、課題を抱える生徒に対し学校全体で対応するとともに、教育相談（カウンセリング）が有効となるようにSCを活用する。
（２）ア・柏原東マップで示した体育祭を基軸とする教育活動をPTAとの連携も図りながら、PDCAサイクルの中で維持、発展させる。
　・中高大の連携、八尾翠翔高校との合同練習、合同チームの結成によって、生徒会活動、部活動の維持を図っていく。
	（１）ア・年間遅刻者・欠席者総数を各学年とも５％縮減する。
・学校教育自己診断の生徒指導納得・共感度（平成30年度生徒38％、保護者71％）を　　
39％、72％にする。
・学校教育自己診断の規範意識度(平成30年度生徒83％、保護者86％)を84％、87％にする。
・支援の必要な生徒に対する個別の支援・指導計画を100％作成する。
（２）ア・学校教育自己診断の学校満足度（平成30年度生徒62％、保護者84％）を63％、85％にする。
・学校教育自己診断における学校行事満足度（平成30年度生徒67％、保護者81％）を68％、82％にする。
・学校教育自己診断における達成感（平成30年度生徒71％、保護者90％）を72％、91％にする
・学校教育自己診断における人間的成長感（平成30年度生徒64％、保護者82％）を65％、　　
83％にする。
・学校教育診断のクラブ関係(平成30年度生徒55％、保護者58％)を維持する。
	（１）ア・遅刻・欠席：21％減・34％減(◎)
・自己診断の生徒指導納得・共感度は生徒34％、保護者70.4％と減少したが、学年別では３年が4.8ポイントの上昇であった。（△）
・自己診断の規範意識度は生徒85.0％（〇）、保護者85.8％(△)。
・支援を必要とする生徒に対する個別の支援・指導計画を100％作成、計画に基づいて効果的な指導を行うことができた。（◎）
（２）ア・自己診断の学校満足度は生徒61.7％（△）、保護者86.1％(〇)学年別では３年の生徒12.6ポイント、保護者5.6ポイント上昇。
・自己診断の学校行事満足度は生徒55.8％、保護者は75.7％であった。（△）　修学旅行前にアンケートを実施したため、２年の数値が大きく減少した。１年不在も影響している。
・自己診断における達成感は生徒68.3％、保護者89.9％（△）　学年別では３年が生徒9.3ポイント、保護者5.4ポイント上昇した。
・自己診断の人間的成長感は生徒71.3％、保護者85.5％であった。（◎）
・学校教育診断のクラブ関係は生徒35.4％、保護者55.1％であった。（△）

	３　開かれた学校づくりの推進
	（１）柏原地域連携型中高一貫教育体制の維持とさらなる進展を図る。
ア　連携授業（書写・書道）の維持を図るとともに、生徒会活動や部活動および授業見学等を通じ生徒交流・職員交流を進展させる。
（２）地元大学（大阪教育大学）との高大連携による教育力の向上を図るとともに外部への情報発信力を強化する。
ア　大学との交流事業を拡大し、相互にメリットのある連携を構築する。
イ　HPや学校説明会・学校訪問などあらゆる機会を活用し、本校の教育活動の情報発信を強化する。
	（１）ア・柏原地域での連携を維持するとともに、中河内地域の中学校との連携を図りながら、部活・行事・生徒会・体験授業などの交流を創り上げていく。
　・教科教育指導、初任者指導、生徒指導、保健指導などの分野で中高教員の交流・連携を図る。

（２）ア・大阪教育大学留学生との国際交流会を継続して開催する。
　・単なる文化交流にとどまらず、個々の学習や研究につながるような内容へ発展させる。
イ・HP、校長ブログのデータ更新、メルマガによる発信について質量ともに向上させるとともに、在校生、中学生、保護者や地域が必要とする情報の提供に努める。
・より多くの教職員が情報発信に関わるような活動にする。

	（１）ア・中学校生徒向け連携授業アンケートにおける満足度、理解度（平成30年度93.0％、94.0％）を94％、95％にする。
・柏原市内中学校教員と本校教員の交流を本校１回以上実施する。


（２）ア・今年度八尾翠翔高校で開催される国際交流会に参加する。
　


イ・学校教育自己診断における情報発信 (平成30年度 保護者72％)を73％にする。
・教職員学校教育自己診断における情報発信(平成30年度76％)を77％にする。

	(１)ア・連携授業（書写・書道）を維持するとともに、部活・行事・生徒会における連携を図ることができた。
・中学校生徒向け連携授業アンケート
　　（中学休校のため実施できず）
・柏原市内進路指導中高連絡会を開催することによって在校生の状況や本校の方針・問題点を報告するとともに、中高間の意見交流を図ることができた。(〇)
・市内小学校の校内研修（書写の指導方法）に講師を派遣するなど、校種を越えた交流を行った。（◎）
(２)ア・八尾翠翔高校で開催された大教大との国際交流会に本校の生徒、教員が参加・協力することによって事業の成功に貢献した。(〇)
イ・自己診断における保護者の情報発信への評価は４ポイント増の76.2％と目標を上回って達成した。今後も閉校に向け情報発信活動を継続していく。（◎）
・教職員の自己診断における情報発信に対する評価は82.3％と大きく上昇した。（◎）


	４　教職員の
　　資質向上
	（１）　教職員の人権教育推進に対する意識向上を図る。
（２）「働き方改革」を進める。
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